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は　じ　め　に　 

余三十三歳、為遜位後十七年（即丁卯年）、応日本之聘為日本京都帝国大学教授（1）。

（私が33歳、遜位から17年（すなわち丁卯の年）の時、日本の招聘に応じて京都帝国

大学教授となる。）

これは中華民国期の北京で清朝の王孫につらなる恭親王府にいた愛新覚羅溥儒（字は心

畬、1896–1963）が「遜位後十七年」、すなわち清朝最後の皇帝・宣統帝（愛新覚羅溥儀、

1906–1967）が退位して17年目の中華民国十六年（1927）に日本をはじめて訪れたときの

ことにふれた回想「学歴自述」（図1）である。

日本でいえば昭和二年、大正天皇が前年の12月に崩御して元号が「昭和」にあらたまっ

たばかりのこの年の春、上海の四一二事件など、どことなく落ち着かない世情のなか、招
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聘をうけていた溥儒は来日し、「京都帝国大学教授」となったという。民国期には北京拠点

の京派の画家としてその名が知られた溥儒が、どうして美術学校のように制作課程のない

京都帝国大学の教授となったのか。縁あってその後身の京都大学で中国絵画史を研究する

ことになった筆者にとっては、なんとも気になる出来事であった。

この回想は、溥儒みずからが語った「学歴自述」のなかの一節であり、溥儒没後の1979

年に台北で出版された『溥心畬伝記資料』に収められている。その後、現在に至るまで伝

記と年譜が編まれているが、どれも昭和二年の来日にかんする事項は、ほぼ「自述」に沿っ

た記述になっている。溥儒はその生涯で二度来日しており、この昭和二年のほかに、国共

内戦後に台湾に移住してからの昭和三十年（1955）から翌三十一年にかけて一年ほど東京

に滞在している。こちらについて溥儒はみずから多くを語っていないが、弟子たちの回想

などからある程度のことはわかっている（2）。

本稿は、昭和二年の溥儒の来日という民国期中国の画家による交流活動の実際をみてゆ

く。画家の「自述」という公刊資料を端緒にして、その記述について当時の北京で刊行さ

れていた中文・日文併記の文学雑誌『文字同盟』や交流のあった人たちの詩集などを手が

かりにして復元的な考察を加えてゆく。溥儒という「遺民画家」の画業のなかで、来日と

いう事績がどのように位置づけられるのかをあらためて問い直してみたい。

図1　「心畬学歴自述」（朱伝誉主編『溥心畬伝記資料』天一出版社、1979年より）
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Ⅰ　「学歴自述」と先行研究　 

まず、「昭和二年の来日」について、これまでの溥儒の年譜や伝記の記述を確認しておこ

う。

冒頭の「学歴自述」は、1975年に黄務成氏が台北で発行されていた雑誌『伝記文学』に

「溥心畬大師学歴自述」と題して紹介して広く知られるようになった資料である。79年に

は、朱伝誉主編『溥心畬伝記資料』（台北：天一出版社）にも収録された。

黄氏の按語によれば、溥儒が台湾師範大学で教鞭をとるにあたり、大学当局から求めら

れて執筆したものであると伝え聞いているという。そうであれば、溥儒が蔣介石政権とと

もに台湾に来た1949年の秋にしたためられたことになる。原本は、国民党元老の于右任の

幕僚であった張目寒（1902–1980）の所蔵で、末尾に行政法院院長をつとめた馬寿華（1893–

1977）が「庚戌」、すなわち1970年にしるした識語がある。

溥儒は特徴的な小字でことこまかく墨書しているが、「京都帝国大学教授」の一節は、本

文の後ろから三行目あたりに後から追記するかたちで、さらに小さな字でしるされている。

ここから当初の記載にこの一節はなく、推敲の段階で附記されたことがわかる。

この「自述」は日中戦争までで終わっており、末尾に「ここに学歴について述べたが、

これを広めてほしくはない。それゆえに忌憚なく詳しく述べたものであり、わたしの学歴

について疑問をもつ者に示して、明らかにしてほしい」とある（3）。あくまでみずからの経

歴を正確に示すためにしるされたものであり、公開を前提としていなかった。

「学歴自述」のあとに、まとまった成果として挙げることができるのが、台北の国立故宮

博物院に溥儒の書画群が寄贈されたのを機に、1993年に出版された『溥心畬書画文物図録』

と『溥心畬先生詩文集』である（4）。『詩文集』に収録されている「溥心畬先生年譜」には、

次のように記載されている。

1927年　丁卯　32歳

日本の大倉商行の招待に応じて、弟の僡と日本に赴き、経学を講述する（5）。

故宮の「年譜」では、「京大教授」のことにはふれず、「大倉商行」の招待で弟の溥僡

（1906–1963）と来日し、四書五経の解釈についての「経学」を講じたことをしるしている。

つづいて、2002年に台湾の画家で作家の王家誠氏が上梓した伝記の『溥心畬伝』は、『故

宮文物月刊』での連載をまとめたもので（6）、故宮の「年譜」にみずからの取材や研究の成

果を加えている。
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来日については、「彼［溥儒］が三十数歳のときに書いた一篇の自伝のなかでは、ただ

三十歳前後で画を習いはじめたとあるのみで、三十二歳で日本に行って京都帝大教授に任

ぜられたことについてはふれられていない」としるしている（7）。「大倉商行」とのかかわり

は、溥僡の子どもに取材したか、もしくは伝聞のようで、「溥心畬と溥僡が連れだって日本

に赴いたことは、溥僡の子である毓峘［字は継明］がインタヴューを受けたとき、溥心畬

と溥僡は日本の大倉商行の招聘に応じて日本に赴いたと明らかにした。商行は勢いがあり、

中国と日本の名士を招いての雅集［文人たちの宴会］であり、酒を飲み、詩を賦して、親

睦的な活動であった」（［　］は引用者による注釈。以下同）としるしている（8）。

『溥心畬伝』では、つづけて旅行のようすについてのべる。

彼が民国十六年の春に日本に遊んだときの詩のなかに書いている。

海上嘉賓宴、…（後略）《丁卯三月講経日本与諸公宴芝山紅葉館》

詩の題名のなかに「講述日本」とあるのは、おそらく短期の講座の意味であろう。そ

して、「学歴自述」のなかの「招聘に応じて日本の京都帝国大学教授となる」の由来と

なったのであろう（9）。

王氏は、後年に公刊された溥儒の詩集『西山集』にもとづいて、このように推論をのべ

ている。溥儒の詩文は故宮編の『溥心畬先生詩文集』で通覧できるが、この稿で紹介する

日本滞在期の作は収録されていないものも多い。さらに、来日時の出来事として、「遺憾に

感じるのはこのとき身につけて携行していた「聚猿図」を、溥心畬はとうとう日本人に

売ったことであり、後に大阪市立美術館の所蔵となった」と（10）、溥儒所蔵の書画を売却し

たとしるしている。このことについては、節をあらためてみてみたい。

最近の研究では、2017年に中国の龔敏氏が上海書画出版社のシリーズ「書画名家年譜大

系」から刊行した『溥心畬年譜』が現存作品や資料から詳細かつ精緻に溥儒の事績を再構

築している（11）。たとえば、溥儒は民国三年（1914）にドイツのヘンリー親王の招待でベル

リンを訪れているが、その後、ベルリン大学で生物学と天文学の博士号を取得したとされ

る。龔氏は、先行研究の整理とドイツの知人への委託調査により、事実として確認できな

かったと指摘する（12）。来日の箇所は、ほぼ王家誠氏の記述に沿っているが、それぞれの事

項に註が附されており、記述の典拠がわかる（13）。

このほか、溥儒についての画集や図録、研究書は数多い（14）。最近の論文では、杭春暁氏

が清朝の遺民としての溥儒の処世について羅振玉や王国維、陳宝琛（1848–1935）らとくら

べて考察しており、本稿であつかう内容に近くて示唆に富むが、来日についてはふれられ
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ていない（15）。

Ⅱ　溥儒について　 

溥儒は民国期中国から戦後台湾にかけて画家として抜群の知名度を誇っており、当時か

ら彼の紹介記事については枚挙の暇がない。そのなかでも簡にして要を得ているのが昭和

十五年（1940）、日本占領下の北京（当時は北平）にて編まれた日文の人物事典『中国文化

界人物総鑑』に載る溥儒の項である。

溥儒（一八九六～）

字は心畬、号は西山逸士、満洲宗室の人、溥僡の兄。辛亥革命の後西山台
マ マ

戒寺に隠居

して読書十五ヶ年、後北宗の山水画を研習、近くは国立北京芸術専科学校絵画科国画

組教員に任ず。近くまで北京後門外三座橋恭王府内に住む。その著に「西山集」、「凝

碧餘音」、「戒台寺志」、「雲居寺志」、「上方山志」、「瑯環紀餘」、「寒玉堂文集」など。

その画作については張大千と相並び南張北溥と称せらるほど名声をあげてゐる。また

詩文を好む（16）。

画家として、溥儒は宮廷画院の系譜につらなる北宗の技巧的な山水を基礎とし、当時の

画壇で上海などを拠点にしていた張大千（1899–1983）と南北で名声を二分していたことは

よく知られていた。「近くは国立北京芸術専科学校絵画科国画組教員に任ず」とあるのは民

国二十三年（1934）からのことであり、美術学校で教鞭を執ったのは文人画家としての声

誉が確立してからであった。その後の国共内戦により、国民党が統治する台湾に渡り、張

大千と黄君璧（1898–1991）とともに「渡海三家」と称され、戦後台湾の画壇を代表する大

家となった。

この『人物総鑑』の記載に補うところがあるとすれば、「満洲宗室の人」という溥儒の家

系についてであろう。元の姓は愛新覚羅で、名が溥儒。その名の溥儒、もしくは字の心畬

に「溥」を姓として加えた溥心畬で通行したこと。また、「溥僡の兄」というが、いまでは

道光帝の曾孫であり、宣統帝の従兄というほうがわかりやすいだろう。弟にあたる溥僡は、

字を叔明といい、室名は蕉雪堂。音韻学・文字学を専門とする学者であり、詩文に秀でた。

その著に『周易古誼』、『蕉雪堂詩集』などがある。

あえて溥僡にふれているのは、画家・溥儒の文学者としての側面を強調するためでもあ

ろう。著作に挙げられているものの多くは詩文集であり、末尾に「また詩文を好む」の一
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文を加えて、詩文にしたしんでいることを伝えている。

これを執筆したのは、東方文化事業総委員会に籍をおき、北京人文科学研究所の運営に

かかわっていた、中国古典文学・文献学者の橋川時雄（1894–1982）である。

橋川時雄は明治二十七年（1894）、福井県酒生村（現福井市酒生町）の生まれ（17）。号は

酔軒、子雍という。福井県師範学校（現福井大学）卒。大正七年（1918）北京に渡り、同

十一年から昭和二年（1927）まで、漢字紙『順天時報』記者。昭和二年、文字同盟社を立

ち上げ、雑誌『文字同盟』を同六年まで発行した。昭和三年から同二十年まで、東方文化

事業総委員会に勤務、北京人文科学研究所の運営にもかかわった。「続修四庫全書提要」（漢

文）編纂を主宰。戦後は京都女子大学、大阪市立大学、二松学舎大学で教鞭を執った。編

著書に『陶集版本源流攷』（1931年）、『中国文化界人物総鑑』（1940年）などがある。

橋川は北京で日系新聞の学芸記者からその職歴がはじまった、いわゆる「支那通」の知

識人であり、昭和二十一年（1946）に帰国するまで中国にいた。詩文をとおして溥儒本人

とも親交があったゆえに、溥儒の項には彼の文学的な素養もあわせて強調されていたわけ

である。

Ⅲ　『文字同盟』にみる来日報道　 

溥儒が自らの創作において詩文に力をおいていたこと、そして当初、周囲もそれを評価

していたことは、昭和二年（1927）春に溥儒がはじめて日本に来遊することになった経緯

にもつながってくる。

これまでこの初来日については、冒頭でふれた溥儒本人による回想のみで、詳しいこと

はわかっていなかった。しかし、前節の『中国文化界人物総鑑』の編者である橋川時雄が

個人で刊行していた日華両文雑誌『文字同盟』をみてみると、この来日が日華文人の詩文

交流のために企画されていたことがわかる（18）。

民国十六年（1927）4月の創刊号に、「大倉男爵等函招待中国学人賞桜―由趙次珊翁推

挙＝溥心畬等赴東（桜花時節支那詩人学者の東遊）」の記事があり、次のように報じられて

いた。

日本大倉聴松（喜七郎）男爵及犬養木堂平沼男爵等、この桜花盛開の時節にに
ママ

於て、

支那の碩儒詩人をむかへて、大いに風雅を東都に揚ぐるために、国史館館長趙次珊（爾

巽）翁にその人選かたを依頼した。溥心畬（儒） 溥叔明 陳鼎丞（宝鑾）等三氏選ばれ

て、すでに本月［四月］九日北京を発し日本に向つた（19）。
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溥儒たちを日本に招聘したのは、大倉喜七郎（号は聴松、1882–1963）と犬養毅（号は木

堂、1855–1932）、平沼騏一郎（号は機外、1867–1952）であった。

犬養と平沼はともにのちに首相となる著名な政治家であるので、実際には大倉が中心と

なって諸事を差配したのであろう。

大倉喜七郎は、明治十五年（1882）、東京生まれ。大倉組（現大成建設）や中国に「大倉

洋行」として進出した大倉商事などを束ねた大倉財閥創始者の大倉喜八郎（1837–1928）の

嗣子である。喜七郎は第二代総帥にあたり、ホテルオークラを開業した。文化芸術に造詣

が深く、音楽方面では大倉音楽研究所を設立。「田植」「砧」「水郷」などを作曲し、楽器の

改良も手がけた。また、聴松の号で『観月集』（1926年）や『南汎集』（1928年）といった

漢詩集を刊行する文人でもあり、上海で著名な書画家の呉昌碩（1844–1927）らとも交友

した（20）。

もっとも、犬養は漢詩文に長けて中国文物にも詳しく、五一五事件で凶弾にたおれた昭

和七年（1932）には揮毫集『木堂詩墨』が刊行されている。犬養と同じく岡山出身の平沼

も東洋古典籍の収蔵と研究をおこなう無窮会を創設したり、大東文化学院（現大東文化大

学）初代総長をつとめたりするなど漢文教育にたずさわっていた。大正・昭和初期に政財

界を主導していた日本のエリートたちの多くは漢文の素養があり、中国の文人たちと胸襟

を開いて、つきあうことができていたのである。

「碩儒詩人」の人選は、国史館総裁の趙爾巽（号は次珊、1844–1927）が担った。そのと

きの状況が『文字同盟』に翻刻が載る趙の尺牘からうかがえる（誌面では日文訳も併記）。

前由増永君転致尊意以貴員国諸名流。擬招待敝国現代之通経学者。及有名詩家。以図

交換学識詩趣。並敦友誼。属居介紹之役。具徴甄明儒術。揚於風騒。甚盛事也。

（さきに増永君（北京大倉洋行主任）により尊意拜承仕候。貴国知名の方がたによつ

て、敝国現代の経学者及び有名の詩家を招待して、学識詩趣を取交はし、かつ友誼を

敦うする思召にて、紹介の役を仰せ下され候こと、まことに儒術を発明し、風雅を揚

ぐる盛事と奉存候）（21）

このとき、「経学者」は、「［大倉からの］手紙にいうには、経学者は泰西の形式の学問に

阿諛するのではなく、純粋な東洋道徳の見識をもつ者がもっともふさわしい」とされた（22）。

趙爾巽によれば、当初は、廃帝となった溥儀の師傅である陳宝琛の招請を試みたがかな

わず、あらためて親日派の政治家であった梁鴻志（字は衆異、1882–1946）と溥儒、弟の溥

僡、そして国史館にいた陳宝鑾（字は鼎丞、1873–1953）の4名を選定した。しかし、梁は
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張作霖幕下で要職に就くこととなり辞退したため、実際に日本に赴いたのは溥儒、溥僡、

陳宝鑾の3名である。趙は、「心審
ママ

鼎丞両君は、頗る修道につとめられ、おのおのよき性格

を持たれ、且つ書画を能くせられ候。叔明は専ら易学を攻究致され居候（心畬鼎丞両君。

工力性霊。各擅其善長。且兼能書画。叔明並専攻易学）」と、その性格と文才について保証

している（23）。趙はこのとき、七言詩を二首、詠んでいるが、其二の起聯「頗る惜むらくは

神州 尚お兵に苦しむ。巾裾 未だ仙瀛を集める暇あらず（頗惜神州尚苦兵、巾裾未暇集仙

瀛）」とあるように、軍閥割拠で情勢が安定しない北京での苦境を嘆いていた（24）。

当時の日本では清皇室とのつながりをもとうと画策する人たちもおり、巷のうわさとし

て中国文物を手広くあつかう山中商会が、溥儀が所有する文物を売却して来日を仲介しよ

うとしていたことまでもが報じられていた（25）。

ただし、溥儒たちの訪日にはそこまでのつよい思惑があったかどうかはわからない。な

ぜなら、彼らの旅はもっぱら詩作に充てられていたからである。

『文字同盟』には来日後の続報が載っており、「大倉男等が日支両国の翰墨親善をはかる

ために、桜花の時節に支那の学者詩人をまねき、以て蘭亭の韻事に擬す、まれに聞く盛事

である」とこのたびの文雅の集いを「曲水の宴」で知られる王羲之主宰の「蘭亭会」にた

とえて、祝福した（26）。「西山逸士傅
ママ

心畬等四月九日出発。東京では日本各名士の歓迎をう

け、信濃旅館に下榻した」と報じて、次のように溥儒を紹介している。

心畬は年わづかに三十を超え、しかも詞藻脱俗、詩書画三絶の妙技をもつ。道中景色

にふれて吟歌し、索むるものあればすなはち与へ、頗る邦人のために悦ばれた。実に

文学使命の命を辱めざるものである（27）。

すなわち、溥儒らの来日は日華文人の詩文交流のためであり、溥儒がみずからの創作に

おいて詩文に力をおいていたこと、そして当初、周囲も画作よりもむしろ詩作を評価して

いたことがうかがえよう。

雑誌『文字同盟』は、詩詞文章による日中交流の促進をかかげており、その「宣言」で

「日支両国同文の大義を闡揚し、両国の士大夫が、学術文学芸術などの上に於て握手し、交

歓し、攻守同盟を結ぶといふ標幟をかざして吾等は「文字同盟社」を北京に組織し月刊雑

誌「文字同盟」を刊行す」とのべている（28）。

溥儒らの訪日は、まさに『文字同盟』創刊を祝福するかのような一大事でもあったので

ある。
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Ⅳ　来日歓迎の宴　 

溥儒一行は、さっそく東京にて大倉喜七郎から手厚いもてなしをうけた。

大倉は芝にあった料亭・紅葉館で歓迎の宴を開き、館森袖海（字は鴻、1863–1942）をは

じめ、入江雨亭（名は為守、1868–1936）、国分青厓（名は高胤、1857–1944）、勝島仙坡（名

は仙之助、1858–1931）、安井朴堂（名は朝康、通称小太郎、1858–1938）、杉山三郊（名は

令、通称令吉、1855–1945）ら当時の日本の漢詩壇に名をつらねる約40人が参集した（29）。

この数は王羲之「蘭亭会」の41名とほぼ同じであった。

主催者である大倉は、次のように七言詩一首を吟じた。

遠従千里迎佳賓、正是艶陽三月春。瀛海煙波鷗夢穏、芝山楼閣暖雲匀。古文鼓吹依同

種、東亜興隆在善隣。酔対白桜花爛漫、唯応談笑楽天真（30）。

大倉は、頸聯で「古文の鼓吹は同種に依りてす、東亜の興隆は善隣に在り」としるし、

詩文による「善隣外交」に期待を寄せた。

この大倉の一首をふくめて、この宴会での詩文は館森袖海が漢詩欄の編者をつとめてい

た言論誌『日本及日本人』（政教社）にいくつか註釈・講評つきで収録されている（31）。

たとえば、大倉の次に載る加藤天淵（名は虎之亮、1879–1958）の「紅葉館雅集呈恭西

山」は、「芝山の觴詠 逸興は饒（めぐ）り、一堂賓主 是れ同文（觴詠芝山饒逸興、一堂賓

主是同文）」と、芝山（芝）での「觴詠」（盃をまわして詩歌を詠むこと）、すなわち「曲水

の宴」を詠んだ（32）。袖海は「これ当日の実況なり。錚々たる［とくにすぐれている］ごと

きなり（此当日実況。錚錚如也）」と註した。このほか、岡﨑春石（壮太郎）「紅葉館雅集

次聴松男爵原韵」「同席上分韵」や、川田雪山（瑞穂）「紅葉館雅集次聴松男原韵、兼呈叔

明鼎丞諸公」なども選定された（33）。

日本側の詩文による歓待にたいして、溥儒は「丁卯三月講経日本諸公与宴芝山紅葉館」

（「西山集」などに収録）で、次のように応じた。

海上嘉賓宴、衣裳此会難。諸侯金馬貴、歌女玉箏寒。跪進流霞酒、光飛明月盤。天風

動環珮、双袖夜珊珊（34）。

溥儒は、奇を衒わずに「海上の嘉賓の宴」のみやびやかなようすを寿いだ。つづく「雨

中紅葉館雅集」（同）は次のとおり。
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江戸連春雨、珠簾望翠微。群賢天上集、五馬路旁帰。紅葉開山館、飛花落舞衣。会稽

詩酒興、佳会未応稀（35）。

尾聯は「会稽 詩酒の興、佳会 未だ応に稀ならず」とあり、浙江紹興の会稽山で開かれた

蘭亭会にふれている。弟の溥僡は、後述する「碧津集」に収録された「宴芝山紅葉館」で

溥儒が「衣裳 此会の難」と詠んだのにあわせて、「裠舄［もすそとぬいぐつ］翩翩 佩玉の

鳴」としるした。

芝山山館宴群英、裠舄翩翩佩玉鳴。満地桜花人酔後、春風春雨不勝情（36）。

「紅葉館雅集」は、溥儒一行の旅程でも主たる目的のひとつであった。このあと丸の内の

東京会館でも雅集が開かれた。後述する実業家で漢詩人の田邊碧堂（名は華、通称為三郎、

1864–1931）が詠んだ「東京会館初唔溥心畬王孫兄弟、次聴松男詩韻」二首は、田邊の没後

に編まれた詩文集『衣雲集』のなかに収載されている。

玉琖擎将琥珀紅、名筵喜与客卿同。千年詩礼趁芳躅、人在李唐風気中。

芍薬花開宮錦紅、風情依約玉人同。王孫剰有傷心涙、不濺豊台煙雨中（37）。

其一の首聯「玉琖［たまのさかずき］擎［けい／もちあげて］して将に琥珀の紅、名筵

の喜び 客卿と同じくす」のように、田邊の作はゆたかな語彙と、たくみな修辞で、溥儒た

ちにひけをとらない。其二の尾聯では「王孫 剰して有るは傷心の涙、豊台［北京の地名］

に濺がず 煙雨の中」と、溥儒ら「王孫」の苦衷を察して、彼らの胸襟を開いたことであろ

う。こうして、幾度となく中日文人の交歓が繰り広げられたようである。

その後の「日本文苑」欄には、陳鼎丞に宛てた本荘三籟（名は堅宏、1863–1934）の「迎

陳鼎丞」や本田春城（名は桓虎、1866–1937）の「同題」、谷山老岳（初七郎）「同題」も

載っている（38）。谷山の詩の後半は、「鄰好 長期手を携えるを約し、聯盟 須らく起こして時

才を済すべし。亜東 何れの日にか妖霧を排さん、倶に雍熙［天下がよく治まって、上下の

者がともにやわらぎ楽しむこと］を祝い 酒杯を挙げん（鄰好長期携手約、聯盟須起済時才。

亜東何日排妖霧、倶祝雍熙挙酒杯）」と、緊迫する日中の政治情勢を示唆している。大陸浪

人でもあった本荘は、「九州誰復済時艱、豺虎咬人流血殷。要問徐生避秦跡、乗桴浮海到仙

山」と詠んだ。

詩中にある「乗桴」（いかだに乗る）とは、『論語』公冶長第五が典拠であり、乱れた世
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のなかを嘆いて逃げ出すことをいう。この「乗桴」が、まさに溥儒の来日詩文集の題目と

なったのである。

Ⅴ　溥儒の「乗桴集」と溥僡の「碧津集」　 

溥儒の「乗桴集」は、昭和二年（1927）9月に『文学同盟』第6号の附刊として発表され

た。そして、年末ごろには溥僡の「碧津集」とあわせて、冊子『乗桴集』として刊行され

た（39）。

橋川時雄は、前号の第5号で「両国文字同盟の好資料」と宣伝している（40）。第6号には、奇

しくも溥儒の日本行を差配した趙爾巽の逝去（9月3日没、享年84）を報じた誌面で、溥儒

にとって画業の初期作（いわゆる「若描き」）となる「山木清音図」（図2）を掲載している（41）。

冊子本にある溥儒の「乗桴集序」は、「子曰」と「乗桴浮海」から説き起こす。その全文

は次のとおり。

子曰、道不行、乗桴浮於海。夫九州之外、断髪文身之族、豈先王之民也乎哉。必有聖

人、教以礼楽、而使齊於先王之民耳。若夫大道既墜、礼楽凌遅、乗桴而浮海者、齊先

王之民与、伍先王之民与。丁卯十二月、西山逸士書。

孔子は「道行かず、桴に乗って海に浮ばん」といった。「九州」（中国）の外にいる「断

髪文身［いれずみ］の族」（「魏志倭人伝」）は、はたして先王の民だろうか。聖人がいれ

ば、礼楽を教え、先王の民をおさめようとする。もし「大道」（大きな道理）がついえて、

図2　山木清音図　溥儒筆（『文字同盟』第6号、1927年9月より）
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礼楽もすたれたのなら、桴に乗って海に浮かんでいる者は、先王の民をおさめるのであろ

うか、それとも先王の民とともにいるのであろうか。清朝が亡くなって十数年、統治の根

本である礼楽を失って混迷する中国からいかだに乗って日本に渡る溥儒の苦衷に満ちた心

情をうかがえる文章である。

冊子本の『乗桴集』に収録されている詩は、次のようにほぼ旅程の順にならんでいる。

「出山海関」、「過朝鮮永登浦」、「宴日本大倉男第」、「望芙蓉峯」、「宴芝山紅葉館」、「芝

山紅葉館席上詠妓」、「紅葉館雅集呈田邊先生」、「春日大倉男宅」、「贈田邊先生」、「題

浅草寺」、「東遊寄内」、「春日日本得家書」、「題田邊先生瓢」、「春遊日本」、「舟中即事」、

「登日光山望瀑」、「日光道中」、「稲荷川」、「霧降瀧」、「中禅寺湖」、「東照宮」、「鶴田」、

「鹿沼」、「日暮里」、「鶯谷」、「聞笛」、「客舎茶花」、「暮春東京所見」、「道院花、并序」、

「日本聴三浦母弾箏其子吹尺八和之」、「題田邊華画」、「東京詠白杜鵑」、「潮来櫂歌六

首」、「登千葉県山青水白楼」、「胭脂渡、并序」、「宿暁雞館、前臨海」、「銚子泛舟」、「過

江島弁天祠、祠祀弁天女神」、「留別日本諸公三首」、「大倉座上諸賢索書戯答」、「夜宴

澄霞館観妓」、「前題」、「観日本妓小蓮舞」、「望富士山」、「雲湧谷」、「嵐溪舟行絶句」、

「寄田邊先生二首」、「延暦寺、在比叡山其国有僧最澄者朝於唐学天台宗帰建此寺」、「清

水寺、寺供清水観音」、「宮島泛舟釣魚同叔明作」、「余帰京都道出三韓聴官妓歌羽衣化

鶴之曲其声哀促満座掩泣雖楚岸啼猿蜀国子規不能過也既酔以酒愴然而賦」、「渡海寄田

邊華」、「帰次長城」、「寄日本田邊碧堂」、「送田邊華」。

全55作である。『文字同盟』第6号附刊の「乗桴集」には、45作収録されている（42）。掲

載の順を入れ替えたり、「過琵琶湖」や「憶楽陵李子」、「夢海印上人」、「求海印上人遺集」、

「過秦関」などを省いたりするなど、両者には若干の異同がある。ただし、収録されている

詩作の詩句の改変はないようである。溥僡の「碧津集」が収録する詩作67作もほぼ同じな

らびになっている（43）。

溥僡の「碧津集」の序文は溥儒より長く、詩集を編んだ意図について詳しく説明してい

る。そのなかで、今回の旅程にふれている箇所がある。

今年春、応日本大倉男経師之聘、偕仲兄赴日。出山海関、而東過鴨緑江至朝鮮、更渡

海経馬関、而抵江戸（即東京）。与彼邦所謂文人雅士者相往還、非酬酢於高堂、則徜徉

於山水、無戎馬之労心。惟詩歌是務、賓主嘔喩、真不啻置身於金台紫館間也。居月餘

而還、途中凡其名山大川、雖迂道、必往游焉。行二十餘日乃帰。
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山海関から中国を出国し、鴨緑江を経て朝鮮に至る。そこから馬関（下関）に渡り、東

京に着いた。大倉喜七郎の歓待をうけ、中日文人たちの詩歌の応酬に興じた。東京には1

月余りいて、帰路は道中にある「名山大川」に立ち寄り、20日余りかけて帰った、という。

詩集収録作の題目とあわせてみると、旅程はおおよそ次のようになるだろう。

紅葉館での雅会のあとは、浅草寺といった東京の名所をまわったり、栃木の日光や千葉

の潮来、銚子、神奈川の江の島など関東近郊の行楽地を周遊したりして、詩作にはげんだ

ことがわかる。東京を離れるとそのまま東海道を下り、京都では嵐山で舟下りをして、清

水寺や大津の比叡山や琵琶湖で近江八景をめぐった。また、奈良の春日大社にいき、広島

の宮島では舞妓を連れて魚釣りもした。

溥儒の詩作では、その土地にちなんだ修辞を盛りこんでいるのが特徴である。

栃木県鹿沼市で詠んだ「鹿沼」は、「欲向東山去、日夕扁舟回。処処野苹合、空思白鹿

来」と、鹿を詠みこみ、東京の「日暮里」は、「悠悠日暮里、日暮水生愁。欲采芙蓉去、風

雨満沙洲」と、「日暮」にかけ、その近くの「鶯谷」は、「鶯谷如盤谷、鳬川勝輞川。桃花

与春水、相送夕陽船」と、谷で「盤谷」に、鶯で「鳬川（鴨川）」と対比させた。

なお、溥儒、溥僡と行動をともにしていた陳宝鑾も訪日詩集を編んでいたようである。

陳の訪日の事跡については、かつて出身地である浙江省の郷土誌でふれられたことがあ

り、平沼と犬養、大倉のほかに「日本皇后太溥」の入江為守（1868–1936）の招待で日本を

訪れたとしるされている（44）。3月にわたって日本に滞在し、とくに田邊碧堂と勝島仙坡の

名を挙げて書画、詩詞の応酬をしたとして、また、大倉喜八郎の米寿記念に得意とする「墨

蘭図」を贈ったという。陳の詩文の著作に『蕉禄山窗雑文稿』2冊と『瀛痕草』1巻がある

というが、後者はその題名からして日本で詠んだ詩文を編んだものであろう。

Ⅵ　京都での旅程　 

ここで、本稿の課題のひとつである、溥儒と京都帝国大学（現京都大学）のつながりの

有無についてである。

溥僡の「碧津集」には「西京聞変」とあり、これは日本の山東出兵をさすのであろう。

「戎馬千行涙、関山万里人。悠悠洛陽水、不是洛陽春（日人謂西京為洛陽）」。ここから5月

28日前後に一行は京都に滞在していたことがわかる。

ここまでみてきた「乗桴集」「碧津集」にある詩作からうかがえるのは、溥儒はおそらく

京都帝国大学で講義はおこなっていないという事実である。溥儒たちは日本の人士たちと

宴があれば詩を賦して交友を深めているが、京都で盛大な雅会が開催された気配はない（45）。
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「乗桴集」には、「嵐溪舟行絶句」と「清水寺、寺供清水観音」の2作が、「碧津集」には、

「大偃川」、「保津川」、「呌猿峡」、「観瀾峡」、「浪花隈」、「鷹巣巌」、「嵐山」、「嵐溪」、「蒙

山」、「渡月橋」、「西京旧宮」、「林丘寺」、「清水寺」、「西京聞変」の14作が京都で詠まれた

ものと思われる。とくに「碧津集」では嵐山の風景詩が多いが、京都の人士との交歓は詠

まれていない。

この時期の京大文学部系の主要雑誌である『藝文』や『史林』、『哲学研究』、『支那学』

のほか（1927年6月に死去した王国維を追悼する記事が多い）、『京都帝国大学新聞』、また

『京都帝国大学文学部三十周年史』（1935年）には関連する記述をみつけることができな

かった。当該時期に京都帝国大学文学部が作成した学内文書にも該当するものはなかっ

た（46）。おそらく溥儒たちが京都にいたと思われる5月下旬には、胡適が京大を訪れてい

た（47）。

中国の知識人で京大に関係したのは、昭和七年（1932）に中国語学文学の嘱託講師とし

て東方文化学院京都研究所（現京都大学人文科学研究所）に赴任した傅芸子（1902–1948）

が知られており、橋川の詩のなかには、「贈傅芸子之西京講学」がある（48）。

溥儒は日本をはなれるにあたり、「留別日本諸公三首」と題して次のように詠んだ。

凌滄高挂片帆孤、猶似荊門夜向呉。回首無心望江水、愁雲明月満蓬壺。

楊花飛尽水悠悠、送客帰来独倚楼。不見片帆行碧海、惟看天際白雲流。

客散楼空罷管弦、布帆高挂暮雲辺。天風一夜吹愁去、直到蓬莱弱水煙。

溥僡は詩集を閉じるにあたり、当時、日本の植民地であった朝鮮の京城（現大韓民国ソ

ウル市）で「漢陽故宮」を賦している。其三では、「楊柳無声払苑牆、空宮駐馬暮煙蒼。福

溪門外龍山路、不見星車入漢陽」としるし、過去の栄華にわが身を重ねたことであろう。

Ⅶ　田邊碧堂らとの交友　 

溥儒が日本滞在中に意気投合したのが、日清汽船の経営などにかかわった実業家、政治

家にして、森春濤（1819–1889）の門下として「絶句碧堂」の名をとどろかせた漢詩人の田

邊碧堂である。

田邊碧堂は、元治元年（1864）、備中長尾（現岡山県倉敷市）の生まれ。通称為三郎。名

は華、字は秋穀という。碧堂は号である。大東汽船社長、日清汽船監査役などをつとめた。

明治三十一年（1898）、衆議院議員（進歩党、憲政本党所属）。詩文は森春濤と国分青厓に
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師事し、とくに絶句にすぐれた。大東文化学院や二松学舎の教授もつとめた。

溥儒の『乗桴集』には田邊宛の作が8件あり、さきにふれて紅葉館での宴会でも「紅葉

館雅集」は「紅葉館雅集呈田邊先生」であって、田邊に宛てた詩作であったことがわかる。

「茅舎臨滄海、先生嬌不群。只応騎白鶴、長嘯萬重雲」（「贈田邊先生」）は、田邊の居宅

に迎え入られて詠んだ五言絶句で、田邊は対応するかのように「搖簪鳴珮月臨門、転覚清

風満小軒。敢擬玉堂瀟灑地、数竿修竹引王孫」（「月夜心畬王孫見訪草堂喜賦」）と応えた（49）。

このほか、「題田邊先生瓢」では、「先生挂瓢去、往来白雲裏。不見穎川人、空汲穎川水」

と軽妙洒脱な一面ものぞかせている。

溥儒の「題田邊華画」は、碧堂が描いた水の絵によせて、次のように詠んだ。

海客懐書向我揖、自言能画滄溟水。望之不敢挂素壁、恐有蒼龍夜中起。何時衰朽成老

夫、袖中万里方壺図。右手亦胝鬢亦枯、酔時下筆翻江湖。図中咫尺落風雨、挟龍之客

無時無。

溥僡も「碧津集」にある「贈田邊碧堂」で、註として「碧堂名華、工詩善画、東国之知

名士也、訪余於旅舎、為仲兄及余作画数幅、値天微雨、涼意颯然、爰賦詩贈之」と、その

画作にもおよぶ、碧堂の多才ぶりを称賛している。

一方の田邊の詩作は、没後刊行された『衣雲集』にまとめられている。このなかで、溥

儒の日本滞在にかんしては、さきに紹介した「東京会館初唔溥心畬王孫兄弟、次聴松男詩

韻」のほかに、「月夜心畬王孫見訪草堂喜賦」一首、「聴松男東道、迎心畬王孫游潮来、余

亦在一行中重作潮来竹枝」三首、「与溥王孫心畬叔明両公別」二首が収録されている。

清室親王今客卿、花前把臂感平生。欲憐李白少仙分、不見瀛洲三月桜。

草衣花下酔時吟、得和王孫清夜琴。此別三千里天杳、相知二十日春深。

なお、『衣雲集』にある、「舟中望息栖祠」、「沙邱」、「犬吠岬観潮」、「銚子暁鷄館所見」

も千葉旅行に同行していたときに詠んだものであろう。

田邊のほかにも、溥儒たちの旅行に同道した漢詩人たちの詩作がいくつか残っている。

たとえば、近代漢詩壇を代表する随鷗吟社で主事をつとめた仁賀保香城（名は成人、

1877–1945）は、さきにふれた館森袖海の「日本文苑」に「華厳瀑」や「送心畬叔明鼎丞西

帰游函山共一宿」など、日光や箱根旅行での作が載った（50）。香城の詩集『帯星艸堂詩』に

は、「同溥西山溥叔明両王孫遊晃山」や「華厳瀑」、「中禅寺湖」、「銚子暁鷄館同西山叔明両
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王孫賦」、「送西山叔明両王孫西帰游函山雲湧谷共一宿」が収録されている（51）。

また、東京帝大教授で獣医学を講じた勝島仙坡は、その遺稿集『仙坡遺稿』に「紅葉館

雅集次聴松男原韻、賦呈中華嘉賓溥僡陳感貞諸公」や「東京会館宴集攀聴松男瑶礎二首」、

「佐原金田楼夜宴（聴松男爵迎溥心畬、溥公賜遊水郷、青厓、碧堂、香城、竹雨及余亦与

焉）」、「刀江泛月」、「潮来舟遊十一首」、「銚子夜望」、「銚子暁望」が収められている（52）。

Ⅷ　帰国後の交流　 

春の終わりに溥儒たちが帰国して、夏が過ぎたこの年の秋、田邊碧堂は東京美術学校校

長の正木直彦（1862–1940）とともに中国を訪問して、さっそく溥儒たちと再会している。

この旅行は、『文字同盟』でもとりあげられている（53）。なかでも、「一行に加はれる詩人

田邊碧堂は日本著名の詩人とて、殊に文人士大夫の歓迎をうけ、随処吟咏をもらし、その

風韻は、一行中にあつて錦上花をそふるものであつた」と（54）、田邊についてふれており、

その詩作を数号にわたって紹介した。

溥儒にちなむものは、「似心畬王孫」の「厳城刁斗夜深聞、無限離情我与君。明日燕山騎

馬過、詩人衣上有寒雲」や（55）、「贈溥王孫心畬」の「皎如玉樹立南軒、乱後韜光人品尊。霊

筆花開春有色、東風竟不負王孫」がある（56）。

これにたいして、溥儒は「木石居清集答田邊碧堂兼索和作」にて、「銀燭華堂照鬢絲、楚

騒重畳屈原辞。梁園秋月明如水、却憶芝山夜宴時」と応じた（57）。

正木直彦の日記には、北京入りしてから11月11日と12日に溥儒と宴席をともにした記

述があり、大倉洋行が主催した後者の歓迎会には溥傑も同席した（58）。14日には恭親王府に

赴き、溥儒のもとで易元吉「聚猿図巻」をはじめとする所蔵品を熟覧している（59）。正木は

「燕京に入りしより始て尤品を見る　心境洞然快絶を覚ゆ　観また尽きす　他日を期して

辞去」としるして、その興奮を隠さなかった（60）。

ここで、さきにみた先行研究が指摘していた、溥儒来日時の「聚猿図巻」売却は史実と

異なることがわかる。「聚猿図巻」は東洋紡績社長の阿部房次郎が購得することになるが、

阿部の蔵品図録『爽籟館欣賞』の第一輯（1930年）ではなく、第二輯（1939年）に掲載さ

れているので、溥儒は1930年代に入ってから売却したのであろう（61）。

溥儒たちが来日した翌年、昭和三年（1828）には、東京で藝文社が結成され、戦前期日

本を代表する漢詩文雜誌のひとつとなった『東華』の刊行がはじまった。これは、溥儒と

も交流のあった漢詩人の土屋竹雨（名は久泰、1887–1958）による企画で、溥儒と溥僡は中

国側の「名誉員」として名をつらねた（62）。藝文社の立ち上げには、竹雨の支援者であった
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大倉喜七郎と大倉組にいた親友の仁賀保香城もかか

わっていたので、前年の来日によりつむがれた縁といえ

よう。

この年の4月には、大倉喜七郎の父である大倉喜八郎の

訃報に接して、溥儒と溥僡は連名で「琪樹凋零仙島今帰

玄国鶴、法門遼濶御風常懐赤城宴」との輓聯を送った（63）。

しかし、溥儒はしだいに日本人士とのつきあいを避け

ていたようだ。日中戦争がはじまった昭和十三年（1938）

9月、正木が北京を再訪して大倉洋行での宴席に出たと

きにも、その場にいなかった溥儒に思いをはせている（64）。

東方文化学院京都研究所の所員であった長廣敏雄

（1905–1990）は、山西省の大同にある雲岡石窟の調査で

たびたび訪華しており、当時の画壇の動きにも関心を寄

せていた。昭和十九年（1944）ごろの北京の展覧会や画

商めぐりをするなかで溥儒について、「私［長廣］はこの

つつましやかな静けさを保持した画家［溥儒］にどうし

ても会つてみたいと思はないではゐられなかつた。とこ

ろが溥心畬氏を紹介してくれさうなひとを、北京に見つ

けることがどうしてもできないのである」と、面会を試

みるもかなわなかったと、くやしさをにじませている（65）。

それでも長廣は、「私の考へは今日の北京では溥心畬氏

がもつとも高い画家であると結論しだした。画の奥に汲

めどもつくしきれない人品の高さや教養のひろさを感じ

させるのは、このひとぐらゐのものである」と、溥儒の画

を高く評価した（66）。同書に掲載された溥儒の作品図版は、

「野崎先生」への為書きのある山水図（図3）であった。

お　わ　り　に　 

昭和三十年（1955）の二度目の来日時に溥儒に師事した画家の伊藤紫虹氏は、当時の指

導について、はじめは唐詩の暗唱のみを課せられ、画学の教授はかなり後になってから

だったと回想する（67）。このほか、身のまわりの世話などをとおして溥儒の人となりにふれ

図3　山水図　溥儒筆 
（長廣敏雄『北京の画家たち』 
全国書房、1946年より）
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た伊藤氏は、詩や画とは技巧をみせるものではなく、人品がにじみでたものであることを

体得したという。

本稿では、今日、画家として知られる溥儒の昭和二年（1927）の初来日という、ごく些

細な史実に注目して、その動向についてみてきた。溥儒晩年の「学歴自述」にある、「京都

帝国大学教授」という経歴は確認できなかったものの、日本に残る文献資料から日本での

詩文をとおした交流の片鱗をうかがってみた。当時の溥儒は画家としてではなく、文学者

として来日を招請されたため、記録のほとんどは文学雑誌や私家版の詩文集にあり、伝記

的事実が明らかにされなかった感がある。

詩書画の伝統にもとづく中国の芸術において、近代の画家が詩文の教養を有していたの

は自明のことである。ただ、溥儒の場合は詩人が後に画を手がけるようになったというべ

きであろう。それゆえに、溥儒の来日というひとつの史実が曖昧模糊であったのは、美術

史と文学史に分断された現在の学知の限界をしめしている。

さらにいえば、本稿で大倉喜七郎による招聘の意図を詩文交流としたが、はたして「旧

王孫」の溥儒・僡兄弟の招待に政治的な意図はなかったのであろうか。詩文と書画でつな

がる日中の政財界と文化芸術界の様相について、明らかにすべきことはまだ数多い。近代

における日中文化交流の様相を十全に理解するためにも、美術史研究と政治外交史研究を

どのように連環させるのか。溥儒の来日ひとつとっても、これからの史学研究のあり方に

問題を投げかけているのである。

【付記】本稿は、科学研究費助成事業（基盤研究 C）「西日本を中心とした来舶清人の書画

交流に関する基礎的調査研究」（18K00179）の成果の一部である。
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